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障がい児保育 島田幸一郎

対象
学生

幼児教育学科2年生
学期
区分

通年 単位数 2

選択

保育士資格必修

科目の主題 成績評価の方法と割合

　障がい児保育の意義と理念を理解し、発達段階に応じた支援と連
携の大切さを理解する。

定期試験（70％）
提出物（20％）
受講態度（10％）

科目の到達目標

教育目標に基づく学修成果の到達目標

障がいのある子どもの理解 障がい児の理解（視覚障がい）

発達段階・各種障がいに応じた個々への指導・配慮の大切さを知
る。

各種障がい、発達障がい（広汎性発達障がい・ＡＤＨＤ・ＬＤ）
の特性と支援・配慮の内容を理解する。

障がい児保育計画を課題設定・実践・評価などの視点で計画し実
践する大切さを知る。

保護者、関係機関、地域等との連携・協働により、保育活動をす
すめることの大切さを知る。

授業方法

　講義を基本とするが、障がいの理解に関しては映像の視聴や関係者による講話などの機会を設け、よ
り具体的な理解に努めたい。また指導法については、個人やグループで計画・実践する構成も取り入れ
たい。

準備学修（予習、復習等に必要な時間または具体的な学修内容）

　「障がい者の権利条約」批准に伴い、障がいのある子どもを取り巻く社会環境が大きく変化してきて
いる。日頃から、保育・教育・福祉等にかかわる施策の動向に留意していてほしい。

授業計画

オリエンテーション 障がい児の理解（脳性まひ）

障がい児保育の理念と形態 障がい児の理解（聴覚障がい）

障がい児保育の現状と課題 障がい児の理解（てんかん）

障がい児保育の歩み 障がいのある子どもの保育の方法（Ⅰ）

発達の理解（Ⅰ） 障がいのある子どもの保育の方法（Ⅱ）

発達の理解（Ⅱ） 障がいのある子どもの保育の方法（Ⅲ）

障がいの原因的理解 障がい児保育の計画（Ⅰ）

障がい児の理解（知的障がい） 障がい児保育の計画（Ⅱ）

障がい児の理解（身体障がい） 障がい児保育の実践と評価（Ⅰ）

障がい児の理解（広汎性発達障がい） 障がい児保育の実践と評価（Ⅱ）

障がい児の理解（ＡＤＨＤ・ＬＤ） 障がい児保育の実践と評価（Ⅲ）

障がい児の理解（コミュニケーション障がい） 障がいのある子どもの保護者支援（Ⅰ）

気になる子どもの理解 障がいのある子どもの保護者支援（Ⅱ）

障がい児保育の指導 障がい児保育の意義（まとめ）

教科書・参考書 受講生へのメッセージ

『新・障害のある子どもの保育』
伊藤健次　編
（株）みらい

　障がい児保育にあたっては、障がいについての基本的な理解はも
ちろんだが、保護者や関係機関等と積極的に連携し、その子の実態
に沿った指導・支援に計画的に取り組むことが求められる。しっか
り学んで、「一人ひとりを大事にする」信頼される保育士を目指し
てください。


